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市民が 育てる
東京・未来
まちづくりの主体は市民です。
練馬・生活者ネットワークは、市民主体
のまちづくりを実現するため、市民と都・
区議会、行政とのパイプ役に代理人（議
員）を擁立し、ともに活動しています。

それって政治！
～政治は生活の不安や困ったことを解決する道具です～

　

練
馬
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
来
年
4
月
練
馬
区
議
会
議
員
選
挙
に
む
け

て
、
現
職
の
き
み
が
き
圭
子
、
や
な
い
克
子
、
新
人
す
ど
う
の
ぶ
え
、
3
人
を
擁

立
決
定
し
ま
し
た
。

　

現
政
権
は
忖
度
、
強
行
採
決
な
ど
、
市
民
が
求
め
て
い
る
説
明
責
任
を
果
た
し

て
い
ま
せ
ん
。
民
意
が
無
視
さ
れ
続
け
、
一
部
の
人
々
の
手
で
政
治
が
動
か
さ
れ

て
い
く
現
実
に
私
た
ち
は
怒
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
政
治
に
期
待
し
な
い
の
か

低
い
投
票
率
が
続
い
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
政
治
を
「
生
活
の
道
具
」
と
し
て

使
い
こ
な
し
、
市
民
が
自
治
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
提
案
し
続
け
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
に
し
な
い
子
育
て
・
介
護
、
環
境
・
福
祉
優
先
の
ま
ち
、
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
に
向
け
て
練
馬
の
ま
ち
を
変
え
て
い
き
ま
す
。

こ
だ
わ
っ
て
40
年
。
生
活
者
ネ
ッ
ト
の
提
案
で
実
現
！

■
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
基
本
に
、「
練
馬
区
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
条
例
」
制
定

■
区
民
参
加
で
区
独
自
の
介
護
保
険
条
例
制
定

■
プ
レ
ー
パ
ー
ク（
冒
険
遊
び
場
）の
拡
充

■「
化
学
物
質
子
ど
も
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
策
定
を
要
望
し
、
都
独
自
基
準
設
定

■「
東
京
都
消
費
生
活
条
例
」
改
定
。「
東
京
都
食
品
安
全
条
例
」
制
定

■
女
性
の
視
点
が
反
映
さ
れ
た
「
練
馬
区
地
域
防
災
計
画
」
策
定

■
市
民
活
動
推
進
法
請
願
活
動
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
成
立
に
つ
な
が
る

■ 

議
員
特
権
の
廃
止
を
求
め
続
け
、
議
員
年
金
、
日
額
旅
費（
交
通
費
）廃
止
。
政

務
活
動
費
の
公
開

2019 年練馬区議選にむけて候補予定者擁立決定

福祉
●在宅生活を支える医療と介護の連携をす
すめます ●空き家や空き店舗などを活用
し、高齢者や子どもの居場所づくりをすす
めます ●地域で暮らすために高齢者や障が
いのある人にとってのバリア解消をすすめ
ます

平和
●憲法 9条をまもり、地域から平和をつく
ります

子ども・若者
●保育の質を確保し、待機児童の解消をす
すめます ●貧困による教育格差、生活格差
の解消をめざします ●子どもの権利条例制
定を求めます

働く
●誰もが差別されない働き方を求めます 
●男も女も一緒に家事・子育て・介護をに
なえる働き方をすすめます

http://kimigaki.seikatsusha.me
1957 年練馬区桜台生まれ。1980 年学習院大
学理学部数学科卒。都内私立高校数学科教諭、
講師勤務。2011 年 4 月練馬区議会議員選挙
に初当選。現在、2期目、生活者ネットワー
ク幹事長。これまでの所属委員会：議会運営
委員会、企画総務委員会、健康福祉委員会、
文教児童青少年委員会、医療・高齢者等特別
委員会、清掃・エネルギー等特別委員会、決
算特別委員会副委員長。現在の所属委員会：
議会運営委員会、企画総務委員会、交通対策
等特別委員会

http://yanai.seikatsusha.me
1962 年東京都荒川区生まれ。1981 年都立大
泉北高校卒。新日本製鐵株式会社勤務。1998
年仲間と共に食のワーカーズ設立、企業組合
ワーカーズ・コレクティブ「轍・いたばし」
に参画。2014 年 4 月練馬区議会議員補欠選
挙で当選。現在、2期目。これまでの所属委
員会：議会運営委員会、企画総務委員会、環
境まちづくり委員会、医療・高齢者等特別委
員会所属、交通対策等特別委員会。現在の所
属委員会：環境まちづくり委員会、清掃・エ
ネルギー等特別委員会

http://sudo.seikatsusha.me
1962 年東京都北区生まれ。1985 年国際商科
大学（現東京国際大学）教養学部国際学科卒。
専門商社、外資系銀行、不動産会社（宅地宅
建取引士）勤務。ＤＶ被害女性プログラム・
デートＤＶ防止プログラムファシリテーター
認定取得。2018 年練馬区内でデートＤＶ防
止啓発団体 Animo 設立、「NGO国際女性の
地位協会」で女性差別撤廃条約の普及活動、
CAP（子どもへの暴力防止）プログラム活動
「NPO法人青い空」で活動を展開。練馬・生
活者ネットワーク政策委員

す
ど
う

　
の
ぶ
え

や
な
い

　
克か
つ

子こ

き
み
が
き

　
圭け
い

子こ

環境・エネルギー
●ごみの発生抑制（リデュース）と再使用
（リユース）をすすめ、環境を守ります ●原
発ゼロ！市民発電所をすすめ、省エネ・再
生可能エネルギーを促進します ●生物多様
性の視点で練馬のみどりを守ります

議会改革
●傍聴者への資料配布など情報公開をすす
めます

防災・まちづくり
●女性の視点や多様なニーズに配慮した防
災対策に取り組みます ●住民の意見が反映
されるまちづくりをすすめます

食と農
●添加物、農薬、放射性物質など、食の情
報公開をすすめます ●練馬の農業を守り、
地産地消をすすめます

「わたし」発の市民政治で提案します。



市民が育てる　東京・未来 2018年9月1日 No.149

カンパ振込先 【郵便振替】00100－6－398010
練馬生活者ネットワーク

練馬・生活者ネットワークのルール
1. 議員を職業化せず、特権化しないために、議員は最長
でも 3期 12 年でローテーション（交代）します。

2. 議員報酬は市民の政治活動資金に活かします。お金の
流れは公開します。

3. 選挙は市民のカンパとボランティアで行います。

ワイワイしゃべり場スペシャル
「障害者差別解消法から 2年　社会はどう変わった？」
日　時：10 月 7 日（日）午後 2時～ 4時 30 分
講　師：尾上浩二さん（NPO法人DPI 日本会議 副議長）
場　所：たすけあいワーカーズふろしき
　　　　（西武線豊島園駅下車スグ）
資料代：500 円　　定　員：35 人
問合せ・申込み：練馬・生活者ネットワーク
電話 03―3993―4899　メール info@nerima-net.gr.jp

　

5
月
に
開
催
し
た
ワ
ク
チ
ン
学
習
会
で

は
、
予
防
接
種
情
報
セ
ン
タ
ー
全
国
代
表

の
古
賀
真
子
さ
ん
は
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て
「
他
の
ワ
ク
チ
ン
に
比
べ

副
反
応
報
告
数
が
突
出
し
、
あ
ま
り
に
ひ

ど
い
ワ
ク
チ
ン
。
長
期
に
わ
た
り
副
反
応

に
苦
し
む
被
害
少
女
た
ち
が
、
全
国
4
か

所
で
製
薬
会
社
と
国
に
対
し
て
裁
判
を
起

こ
し
て
い
る
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

　

区
内
在
住
の
被
害
者
と
家
族
か
ら
「
行

政
か
ら
の
勧
め
で
受
け
た
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
だ
が
、
接
種
後
に
強
い
体
の
痛

み
・
意
識
消
失
や
記
憶
障
害
の
症
状
が
あ

ら
わ
れ
、
学
校
を
替
わ
ら
な
く
て
は
な
ら

な
か
っ
た
。
大
変
さ
は
当
事
者
で
な
け
れ

　

7
月
10
日
、
環
境
部
会
主
催
で
海
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
に
つ
い
て
学
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

日
本
で
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
生
産
量

は
、
こ
の
65
年
間
で
1
9
0
倍
に
増

え
、
一
人
1
年
間
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
約

1
0
0
本
、レ
ジ
袋
約
3
0
0
枚
を
使
っ

て
い
ま
す
。
ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
り
、
風
に

飛
ば
さ
れ
て
川
か
ら
海
に
流
出
し
た
ご
み

の
約
7
割
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
す
。

　

大
量
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
バ
リ
島

の
海
中
を
漂
う
映
像
や
、
荒
川
河
川
敷
を

埋
め
尽
く
す
写
真
に
、
会
場
か
ら
は
驚
き

の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
東
京
湾

で
釣
っ
た
イ
ワ
シ
の
8
割
の
内
臓
か
ら
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
破
片
が
出
て
き
た
こ
と
は
衝

　

学
校
や
家
庭
、
地
域
は
子
ど
も
に
と
っ

て
心
地
よ
い
居
場
所
だ
ろ
う
か
？

　

発
達
支
援
「K

ids Sense

」
の
茂
木
厚

子
さ
ん
は
、
発
達
支
援
の
進
ん
だ
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
、
発
達
が
気
に
な
る
子

ど
も
を
対
象
と
し
た
「
早
期
介
入
セ
ラ

ピ
ー
」
を
学
び
、実
践
経
験
を
積
み
帰
国
。

「
親
が
家
庭
で
で
き
る
・
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス

セ
ラ
ピ
ー
」
を
広
め
る
た
め
の
講
演
や
、

　

日
本
人
の
主
食
で
あ
る
米
、
パ
ン
の
原

料
の
小
麦
、
私
た
ち
の
主
食
は
種
子（
タ

ネ
）な
の
で
す
。
今
年
4
月
、
戦
後
長
年

に
わ
た
っ
て
稲
・
小
麦
・
大
豆
の
供
給
を

守
っ
て
き
た
「
主
要
農
産
物
種
子
法（
種

子
法
）」
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

撃
的
で
す
。
特
に
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
の
は
、
波
に
砕
か
れ
、
直
径
5
ミ
リ

以
下
に
な
っ
た
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

で
、
エ
サ
と
間
違
え
て
摂
取
し
て
し
ま
う

こ
と
で
す
。

　
「
孫
や
そ
の
先
の
世
代
が
魚
を
食
べ
ら

れ
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
」
と
講

師
の
中
井
八
千
代
さ
ん（
容
器
包
装
の
3

R
を
進
め
る
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）か
ら

投
げ
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

す
で
に
、
レ
ジ
袋
有
料
化
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
ス
ト
ロ
ー
を
廃
止
し
た
企
業
も

あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を「
も
ら
わ
な
い
、

買
わ
な
い
」
意
識
を
も
ち
、
大
量
生
産
、

大
量
消
費
の
生
活
を
見
直
す
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
多
く
の
人
に
広
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

環
境
部
会　
区
議
会
議
員　
き
み
が
き
圭
子

ど
う
す
る
？

海
・
川
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
！

ど
の
子
も
一
人
じ
ゃ
な
い
！

つ
な
が
る
た
め
の
子
ど
も
の
居
場
所
と
は
？

保
育
士
・
教
員
研
修
、
発
達
相
談
な
ど
の

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
「
発
達
を
促

す
十
分
な
遊
び
・
遊
び
場
」
が
足
り
て
い

な
い
と
「
石
神
井
・
冒
険
遊
び
の
会
・
プ

レ
ー
パ
ー
ク
」
の
世
話
人
を
務
め
て
い
ま

す
。
講
演
を
聞
き
、意
見
交
換
し
ま
し
た
。

●
発
育
の
ス
ピ
ー
ド
は
み
ん
な
違
う
！

　

椅
子
に
座
っ
て
い
ら
れ
な
い
の
は
、
体

の
芯
が
十
分
に
育
っ
て
い
な
い
た
め
座
っ

て
い
る
の
が
不
快
だ
か
ら
。
ブ
ラ
ン
コ
で

ゆ
れ
た
り
、
ぐ
る
ぐ
る
回
る
遊
具
で
遊
ぶ

こ
と
で
感
覚
が
育
ち
ま
す
。「
大
き
く
な
っ

た
息
子
が
今
で
も
ブ
ラ
ン
コ
に
乗
り
た
が

る
の
は
、
発
達
に
必
要
だ
か
ら
と
わ
か
っ

て
よ
か
っ
た
」「
多
く
の
人
が
知
っ
て
い

た
ら
、
公
園
で
変
な
目
で
見
ら
れ
な
く
な

る
の
に
」
と
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
。

　

発
達
に
関
す
る
知
識
が
な
い
こ
と
が
偏

見
を
生
み
、
子
ど
も
の
居
場
所
を
奪
っ
て

い
ま
す
。
み
ん
な
と
同
じ
こ
と
が
で
き
な

い
か
ら
と
問
題
視
し
な
い
で
、
抱
え
て
い

る
困
難
さ
を
軽
減
す
る
配
慮
が
大
切
で

す
。

●
薬
よ
り
感
覚
の
統
合
や
行
動
療
法

　
「
文
字
を
見
て
も
わ
か
ら
な
い
が
音
で

聞
く
と
わ
か
る
」「
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
に

座
っ
て
い
る
と
集
中
で
き
る
」
な
ど
、
障

が
い
の
特
性
に
合
わ
せ
た
接
し
方
で
、
子

ど
も
は
落
ち
つ
い
て
き
ま
す
。現
状
で
は
、

学
校
で
診
療
や
薬
を
勧
め
る
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
。
大
人
の
都
合
で
子
ど
も
に
強
制

す
る
の
は
、
人
権
侵
害
で
す
。
し
か
し
、

保
護
者
も
そ
の
こ
と
に
気
づ
か
ず
、
悩
ん

で
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
学
校
、
家

庭
、
地
域
の
ど
こ
に
相
談
し
て
も
支
援
に

つ
な
が
る
体
制
づ
く
り
を
求
め
て
い
き
ま

す
。 

子
ど
も
部
会　

菊
地
靖
枝

ば
わ
か
ら
な
い
」
と
切
実
な
思
い
が
伝
え

ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
生
ま
れ
て
3
か
月
か
ら
1
歳
に

な
る
ま
で
に
10
種
類
以
上
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
薬
剤
を
体
に
入
れ
る
た
め
、
リ
ス
ク

が
ゼ
ロ
と
は
言
え
ま
せ
ん
。『
も
う
ワ
ク

チ
ン
は
や
め
な
さ
い
』
の
著
者
で
あ
る
医

学
博
士
の
母
里
啓
子
さ
ん
は
す
べ
て
の
ワ

ク
チ
ン
を
否
定
し
な
い
が
「
ま
ず
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
す
る
べ
き
」
と
す
る
現
状
は
問

題
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

学
習
会
は
子
育
て
世
代
の
参
加
者
が
多

く
、
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

予
防
接
種
は
あ
く
ま
で
任
意
で
受
け
る
も

の
で
す
。
今
後
も
自
ら
判
断
で
き
る
よ
う

な
情
報
の
発
信
に
努
め
ま
す
。

福
祉
部
会　

区
議
会
議
員　

橋
本
け
い
こ

　

種
子
は
本
来
、
世
代
を
超
え
て
受
け
継

い
で
い
く
も
の
。
と
こ
ろ
が
、
高
度
経
済

成
長
期
以
降
、生
産
者
の
自
家
採
種
か
ら
、

購
入（
し
か
も
90
％
以
上
が
輸
入
）す
る
時

代
へ
移
り
、
現
在
は
種
子
が
投
機
の
対
象

に
な
っ
て
い
ま
す
。
病
害
虫
や
気
候
、
食

味
や
生
産
性
向
上
な
ど
、
地
域
に
合
っ
た

品
種
の
育
成
・
開
発
に
は
長
い
年
月
を
要

し
ま
す
。
食
の
安
全
と
食
文
化
、
農
業
を

守
る
た
め
に
は
、
日
本
の
種
子
や
地
域
で

開
発
し
て
き
た
新
品
種
を
守
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

多
国
籍
企
業
の
席
巻
や
遺
伝
子
組
み
換

え
イ
ネ
の
生
産
な
ど
に
対
し
て
、
危
機
感

を
募
ら
す
だ
け
で
な
く
、「
何
を
ど
う
作

り
、
何
を
食
べ
る
か
」
生
活
者
で
あ
る
私

た
ち
自
身
が
決
め
る
「
食
べ
物
主
権
」
と
、

農
家
が
自
家
採
種
し
、
保
存
し
た
種
子
を

利
用
・
交
換
・
販
売
す
る
「
生
産
者
の
権

利
」
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
、

大
江
正
章
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　

23
区
の
中
で
最
大
の
農
地
面
積
を
有
す

る
練
馬
区
。
年
々
生
産
者
が
減
少
す
る
一

方
で
、
若
手
の
生
産
者
が
活
躍
し
て
き
て

い
ま
す
。
環
境
・
働
く
人
の
人
権
・
持
続

可
能
な
価
格
保
障
な
ど
、
ど
う
い
う
方
向

の
農
業
が
大
切
な
の
か
、
生
産
者
と
学
び

合
っ
て
、
将
来
世
代
に
「
農
あ
る
ま
ち
」

を
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

区
議
会
議
員　

や
な
い
克
子

次世代に
「農あるまち」を残そう

種子法廃止から考える

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
、大
丈
夫
？

予
防
接
種
は
本
当
に
必
要
？

○インフォメーション

▲ 7月 17日、自ら無農薬米を栽培し「我が家の米は自給率 100％」
と言うジャーナリストで、練馬区在住の大江正章さんを講師に迎え
学習会を開催

▲講師の茂木厚子さんを囲んで左から
やない克子、すどうのぶえ、きみがき
圭子、橋本けいこ。7 月 26 日、「誰も
置き去りにしない　子どもの居場所を
考える集い」で


